
Q 会は圧電  

今
回
の
修
正
議
案
の
中
身 

削
除
を
求
め
た
議
案
は
、
教
育
予
算
の
充
実
に
係
わ
る
「
学

習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
等
委
託
料
」
の
七
八
五
万

四
千
円
で
す
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
県
教
委
の
説
明
に
よ
る

と
、
県
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
や
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
で
の
学
習

結
果
等
を
教
員
の
指
導
向
上
や
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
学

習
に
活
か
し
、
又
「
気
持
ち
メ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
児
童
生
徒
の

気
持
ち
を
教
員
が
デ
ジ
タ
ル
で
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
保

護
者
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
教
員
の
業
務
負
担
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
の
説
明
で
し
た
。 

何
が
問
題
か 

デ
ジ
タ
ル
化
を
全
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
タ
ブ 

レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
に
よ
り
、「
子
ど
も
は
持
ち
帰
っ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
本
読
み
を
録
音
し
、
夜
九
時
ま
で
に
先

生
に
送
信
」
等
、
授
業
以
外
で
の
学
習
行
動
の
管
理
強
化
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
教
員
の
持
ち
帰
り
仕
事
に
も
繋
が
る
可

能
性
が
あ
る
。
学
校
は
本
来
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
に
向
き
合
い
、
人
間
的
な
信
頼
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
又

友
達
同
士
で
励
ま
し
合
い
、
学
び
合
う
環
境
が
大
切
に
さ
れ

る
場
所
。
先
ず
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。 

 

９月定例議会、修正議案を提出するも否決！ 

 

和
也
の
近
況 

九
月
定
例
議
会
も
終
了
。
私
た
ち
日
本
共
産
党
県

議
団
は
、
補
正
予
算
の
中
の
一
つ
の
予
算
に
削
除
を

求
め
る
修
正
議
案
を
提
出
。
修
正
議
案
が
否
決
さ
れ

た
為
、
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
に
賛
成
の
立

場
を
取
り
ま
し
た
。
下
段
に
修
正
議
案
の
提
案
理
由

（
要
旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

十
月
十
五
日
、
第
二
九
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
早
朝
ス
タ
ー
ト

地
点
の
蕨
岡
で
駐
車
場
へ
の
誘
導
係
、
午
後
か
ら
は

九
二
、
一
キ
ロ
付
近
で
の
コ
ー
ス
監
察
員
を
行
い
ま

し
た
。
私
自
身
も
十
三
年
前
の
十
六
回
大
会
で
、
六

十
キ
ロ
を
苦
し
み
な
が
ら
も
完
走
出
来
た
こ
と
を

思
い
返
し
て
応
援
し
ま
し
た
。 

 

薄暗くなった 92.1ｋｍ地点で

「おかえりなさい」「残り８キロ

頑張れ」と声援を送りました。

☆
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め
る 

☆
軽
油
取
引
税
の
免
税
措
置
の
堅
持
を
求
め
る 

☆
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上

の
評
価
等
を
求
め
る 

☆
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
循
環
型
経
済
の
推

進
を
求
め
る 
可決された意見書 


